
第97回古河公方公園づくり円卓会議議事録

定例会議 開催日 令和8年2月19日(木) 時間 13時30分から15時20分

開催場所 古河公方公園管理棟展示室

出席者 17名（委員11名、主管課・事務局5名、オブザーバー1名）

１．開会

事務局より開会挨拶

パークマスター委員挨拶

２．報告事項

報告第7号

地域振興公社

公園朝市について

1/25　公園朝市実施	モルック体験会実施（54名うち子ども24名）

園旗完成報告

報告第8号

文化振興課

民家園機械警備入れ替え

報告第9号

都市計画課

花桃植樹154本

古河青年会議所、古河ロータリークラブ、古河市観光協会

古河ロータリークラブ（寄贈式2/13）

古河市観光協会（寄贈式3/14）

伐採本数

73本

今年度91本増

古河東ロータリークラブよりフラッグポールの寄付（寄贈式2/24）

ふるさとにこいのぼりを実行委員会よりこいのぼりのポールの寄付（寄贈式4/25）

こがこい祭り 4/25,26

こがこい祭りの内容説明

設置工事4/6

5/5まで掲揚予定

桃まつり協力金について

普通車200円

バス470円

３．討議事項

討議第8号

犬の散歩に関するローカルルールについて

背景

園内でのノーリードやロングリード利用によるトラブル（接触、威嚇）が増加



安全・安心な利用に向けたルールの策定を検討

主なルール案

常時リード着用の徹底

ノーリードの禁止

リードの長さ

原則２ｍ以内（伸縮式はロックして２ｍ以内、混雑時は１ｍ程度）

排泄物処理

フンの持ち帰りと、尿を水で流す処理の徹底

その他

１人２頭までの推奨

攻撃性のある個体の入園禁止

サイン（ピクトグラム）による見える化

主な質疑・意見

伸縮リードについて

製品については５ｍのものが一般的

全面禁止ではなく、ロック機能を用いて2m以内で使用することを周知する

エリアでゾーニングしてもよいのではないか

リードは長いだけで犬が苦手な人にとっては脅威となる

ノーリードについて

公園内では禁止がよい。

しかるべき施設を利用してもらう

リードの長さについて

一般的には1.5ｍ

コントロールするには、大型犬はさらに短い方がよく１ｍくらいが理想

小型犬は2ｍくらいでも大丈夫

排泄物処理について

犬の頭数が増え、フンも増えた

イベントを重ねることで少しづつマナーが改善してきている

園路灯などに何回も犬の尿がかかることで腐食してしまう

水を配り、尿の洗い流しを啓発

その他

犬の写真を撮るときに、ペグでリードを固定して撮影することが最近のマナーと

なっている

キャンペーンを展開して、イベント時に周知する方法もよいのではないか

人がトイレに行くときに犬を繋げるポールがあるとよい

掲示物は最小限にしたい

利用者同士で注意喚起してもらいたいが利用者同士のトラブルにもなりかねない

まとめ

次回整理して再検討



討議第9号

駐車場の植樹について

背景

駐車場南側エリアのカツラが、乾燥やカミキリムシの食害により枯死・衰退

代替となる強健な樹種を選定したい

検討樹種候補

ケヤキ・イチョウ

耐暑性は高いが、毎年の剪定等、維持管理費が課題 

アオダモ

耐暑性が強く、成長が緩やかなため管理負担が少ない

クスノキ・ムクノキ

広い木陰を作れるが、大木化への懸念

シナノキ

気候に合わない可能性あり

常緑樹（アラカシ等）

冬の日照確保や落ち葉管理の観点から慎重な意見あり

主な質疑・意見・意見

オリーブはどうか

害虫に弱く、特にオリーブゾウムシに寄生されるとすぐ枯れてしまう

管理が困難

イチョウは葉が腐りにくいため、落ち葉の処理に困る

駐車場中心をメインにして、端の方は大きな木でもよいのではないか

まとめ

次回整理して再検討

４．その他

修繕要望等について

案内標識の塗装が薄くなっている

12月から塗り直しを進め、ほぼ完了

欲しいものリストについて

カブトムシの幼虫を保護する柵が欲しい

理由

大量に持っていく家族がいる

イノシシが侵入し、ほじくり返している可能性がある

主な意見

販売目的の可能性もある

鉄などの人工的なものだと風景に合わない

まとめ

意見を整理して検討する

薪ストーブについて



理由

伐採木を薪にしたい

主な意見

設置には条例や法令を確認し、検討が必要

県内の他施設でも薪ストーブを設置している事例がある

伐採木を薪にするには時間がかかる

まとめ

関係する法令や設置施設などの調査をする

ヒイラギを植樹したい

理由

ヒイラギがない

主な意見

季節のイベントに使える（クリスマスや節分）

民家園にあるとよい

まとめ

検討する

コモンズの集会所について

現状

展示室の利用がなく、パークマスターが同伴していればコモンズの活動場所として

展示室を使用できる

その他報告・意見

ころりんプレーパークからの報告

2025年度の活動報告

出城の森などへの参加等

各委員から今年の振り返り

パークマスターからの総括

就任1年目を振り返り、利用者や委員との議論を通じて「公園はみんなで育てるもの」、

現在は“種まきの段階”であり、今後も連携を深めていきたい

次回会議

開催予定：令和8年5月21日（木）13:30～ 

提案締切：令和8年3月20日まで

５．閉会


